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Rornolaとル ネ サ ンス絵 画
冨 田 成 子
1
Romolaに於て一際 印象的な のは,絵 画表現 の豊か さ,鮮 や か さ であろ
う。GeorgeEliotの他作 品が概 ね淡い水彩画風 の色調 に包 まれて い るに反
し,Romolaでは油絵 を思 わせ る絢爛 た る色彩 と華麗 な形 象の溢 れ るルネ
サ ンス絵巻 が 繰 り開 げられる。 絵 画に 関す る言及 も多 く,実 在 の画 家,
PierodiCosimoが登場 し独 自の絵画論 を述べ た り,彼の描 くtriptychの絵
が重要 な役 割 を担 う等,作 品に 占め る絵 画的要素 は大 きい。1860年5月,
Italyを旅 し,初 めてFlorenceを訪 れたEliotは,壮大 な芸 術に圧倒 され,
その美 しさに心酔 して いる。こ うして町全体 がル ネサ ンス美術の宝 庫 であ
るFlorenceの美 の饗宴 に よる強 い感動 こそ,歴 史小説 とい う`ambitions
project'へと彼女 を駆 り立 て る原動 力 とな った のであ る。1)絵画衝動 に火
をつ け られ たの を契機 に誕生 した経緯 を考 えただけで も,Romolaでの強
烈な絵画 的表現 が肯け るだ ろう。 又,Romolaのみ初 版本 に挿画 が 施 され
たの も,出 版者 が いつ ものBlackwoodではな く1当時illustratedfiction
を多 く 扱 ったGeQrgeSmithだったせ いだけ でな く,こ の作 品の絵画性
を物語 る もので もあろ う。
ところで,"Ibeganitayoungwoman‐Ifinisheditanoldwoman"2)
と言 うEliot自身 の感慨 どお り,Ro〃30よα執筆 が大変 な苦業 だ ったこ とは
有 名だが,と りわけ彼女 に とっての難題 は,①15世 紀末Florence世界の
再現,② 特殊 な歴 史性 の 中にEliotの永遠 の主 題 であ る愛の思想 を如何 に
展 開す るか,に あった と思 われ る。彼女 は この難 問 をル ネサ ンス絵 画の参
考 と応用 に よって乗 りこえよ うとして お り,以 下 この点 とその成果 につ い
て見 てい きたい。
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II
EIiotは歴 史小 説制 作 には,現 存す るあ らゆ る証 拠(資 料 ・文献)の 利
用 と共に,historicimaginationを駆使 したcarefulanalogicalcreationが
肝要 と述べ てお り,3)その基本的 態度はrealismにある。
 "It is the habit of my imagination to strive after as full a vision 
of the medium in which a character moves as of the character itself. 
The psychological causes which prompted me to give such details of 
Florentine life determined me in giving the details of English village 
life in  'Silas Marner' or the "Dodson" life, out of which were deve-
loped the destinies of poor Tom and  Maggie...  " (Letters, IV, 97)
の有名 な発 言か ら もわか るよ うに,Eliotはcharacterに劣 らず環境 の精
細 な描写 を心 掛け ている。彼女 は15世紀末Florenceの構築 に あた って膨
大な資料 ・文 献 を渉猟 しているが,特 に ルネサ ンス美術 を深 く参考 に して
い るよ うに思われ る。
1860年5月21日,historicalromanceの着想 を得 たEliotは翌 日よ り精
力的 な美術館 巡 りを開始 す る。先 ずAccademiadellaBellaArteへ行 き,
FraBartolommeoによる 「Savonarola像」 を鑑賞,St,Marco寺院で は
FraAngelicoの"Crucifixion"に感動 し,更 にUffiziへも足 を伸 ば して
いる。 又,Florence以外に も,BritishMuse㎜,RoyalAcademyの
NationalPortrait・Gallery,Louvre,Vatican等多 くの美術館 を訪 れ,実
在の 人物 ・事 件の参考 と してい る。4)
や は りItalyを舞 台 とし た歴 史物 語作家 であ る 塩野七 生は,実 作者 の
立場か ら歴 史小説制作 と絵画 との関係 を次 の ように言 ってい る。 「歴史物
語 を書 いてい る私 に とって は,絵 画は美術作 品以上 の存 在理 由 を もって い
る。何故 な ら絵画 こそ史料.の宝庫 だか らであ る…of(読売新 聞,1985年7
月24日,水 曜版(1)面)。そ して,文 字や数字 に よる説 明では決 して理解 出来
な いもの 例 えば全体 の雰 囲気 とか印象,衣 服 ・髪 型等 の風俗 の微妙 な
点 が感得 出来 る有 力 な手段 として絵画 を第一 に挙 げて いる。
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Romolaの場 合,Savonarolaの風 貌 を一例 に考 えてみ て も,資料 を どれ程
読 んで も文 字 による説明 では充足不可倉旨雄 々の印象 をFraBartolommeo
の 「Savonarola像」は伝達 出来 るだ ろ う。 又,Romolaには広場 の描写
が非常 に 多 く,四季折 々の祭礼,France軍入城,虚 栄 の 火祭,Savonarola
の処 刑 等,多 彩な行 事 ・政 争 ・事件 の場 として,当 時 の息吹 きを伝 えてい
るが,こ の ような際 の市民達 の熱狂 振 り,建 物 の飾 りつ け とい った当時の
広場 の再現 にはVecchio宮にある多数 のフ レス コ画 が有効 な参考 資料 とな
ったのでは ないだ ろ うか。例 えば,Florenceの守護 神,SanGiovanniの宵
祭 が語 られ る8章 では,祭 の呼 び もので ある聖 人や天使達 の巨像 がね り歩
く見世 物の描 写の際,「今 日で もPeruginoの絵 の中 にそれ らの姿 を見 るこ
とが 出来 る」 と,実 在 の絵画 の参考 をそれ とな く記 してい る。
Eliotが歴 史の`brief,severelyconscientiousreproduction'5)のために
絵画 を何 よ りも参考 に した ことは,例 えば,SantaMariaNovella聖堂
に あるDomenicoGhirlandajoのフ レス コ画,「マ リア及び 洗礼者 ヨハネ
の生涯」(1485-90)に寄せ る態度か ら も推察 され る。全14図に わたって聖 書
の物語 が展開 され るこの絵 巻に は,こ の時代 の絵画 に共通の特長 として,
宗教 的主題 と共 に当時 の華麗 な風俗 が描 かれて もい る。 その 中の一 図 「マ
リアの誕生」 では,画 面 の前景 に聖 ア ンナ と幼 児イエス を抱 く女達 が描か
れ るが,左 方 に立 って,そ の様子 を見つめ る5人 の女達 は全 て当世 風 の衣
裳 に身 を包ん でい る。 当時 の寄進画 はその 中に寄 進者の 肖像 を描 き込むの
が 顕著な流行 であ り,こ の5人 の女達 も注文主 のGiovanniTomabuoni
ゆか りの 人々で,例 えば先頭 に立つ豪 華 な金 の縫 い取模様 の着 物の女 は,
彼 の娘Lodvigaである。Ghirlandajoは衣裳 の模 様や室 内の建 築様式,
柱 や壁の装飾 等細部 にわ たって精緻 な写実描写 を施 し,当 時の忠実な風俗
図録 を描 き上 げて い る。「かの大画家DomenicoGhirlandajoがFlorence
の現実 の生 活 を教会 の壁画 に写 し始 め,そ れ迄 の漂渺 とした宗教画の画風
を一変 して,自 分が知 って い る人達 の顔 に見出 した深 い色 彩 と強 い線 を表
現 していた頃…」(1章)と あるよ うに,Ghirlandajoの絵の特長 を見抜 い
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たEliotは,Romola制作に それ を応用 したので ある。Romola初版本 の
illustrationを担 当 したFredericLeighton宛の手紙 よ り,10章でのTessa
かぶ
の被 りものはこの絵の4人 の侍女達の装いを参考にしたことがわか る。
 "If you are going to see  Ghirlandajo'  s frescoes — the engravings 
of them I mean — in the choir of Santa Maria Novella, I wish you 
would especially notice if the women in his groups have not that 
plain piece of opaque drapery over the head  which haunts my memory. 
We were only allowed to see those frescoes once, because of repairs 
going  on  ; but I am strongly impressed with a belief  — which, au reste, 
may be quite false — in the presence of my "white hood" there. 
                                        (Letters, IV. 43.)
この よ うに頭 の被 りもの一つ に さえ時代 考証 を怠 っていない。Eliotは画
家 を全面 的 に信 用出来 ない と言い なが らも,"approximatetruthis"the
onlytruthattainable,butatleastonemuststriveforthat,andnot
wadeoffintoarbitraryfalsehood"6)と,絵画 を参 考に した歴 史の正確 な
再現 をLeightonに強 く勧め てい る。
こうしてル ネサ ンス絵 画は歴 史の精 密 な再現 の有力な手段 とな ってい る
が,Eliotの誠実 な几帳面 さが過度 な迄 のdetail追求へ『と駆 り立て,そ の
結果Romolaの世 界にはH.Jamesが"splendidmausoleum"7).と評 した
よ うに美 し く精緻 ではあ るが,硬 直 した よ うな生 気の無 さが張 りつめ る こ
ととな った。Eliotが熟知 し読 者 との 共感 を 前提 とした背 景 を もつ他 作
品 と異 な り,未 知 の世 界の創造 には 自つ と説 明 ・紹介的要素 が過 剰 にな る
のだ ろ うか 。Eliotの努 力 に もか か わ らず,絵 画 をは じめ 資料 を参 考に再
現 した歴 史世 界 には,躍 動す る生 命の息吹 きが今 一つ感 じられ ない。
更に意外 な こ とに,'主人公 であるRomolaとTitoの外貌に 目を転 じた
場合,Eliotが志 した引用6)のような厳密 なrealismの跡 は全 く見 られな い。
Romolaの場合,具 体 的 な風貌描写 は,「 流 れる よ うな金髪 」 とい う一点
しか無 く,全 篇通 して 「丈高 き白百合 」の比 喩で表現 され る。Titoも又,
「浅 黒い顔,黒 髪」 とだけ記 され,「 彼の輝か しい顔,の びや か な微 笑,
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澄 み切 った声は 人生 に祭 の楽 しさを添 え るよ うだ」(9章)と い うよ うに,
輝 く若 さ・美 ・快 楽 の雰囲気 を強調す る抽 象的表現 が濃 い。RomolaとTito
は外貌 だけ でな く,衣 裳 ・附属物 ・動作 に於 て,生 身 の人間 として描 かれ
ず,Eliotのmoralworldの立役 者 としてaltruismとegotismをsymbolic
に体現 す る者 として の色 彩 と形態 を担 って いるのであ る。
Romolaの特 長で ある金髪 と白百合 は聖 母像 の常套 的 な属性 であ るこ と
は衆知 の とお りであ る。 大天使Gabrielが純潔 の象徴 として 白百合 を捧 げ
る 「受 胎告知」 の聖画は勿論 の こ と,そ れ以外 に もBotticelliの「ざ くろ
の聖母 」,Ghirlandajoの「聖母 子 と四賢者」等,Uffizi.には白百合 に飾 ら
れ た聖母 図 は多 い。TessaがRomolaの こ とを`HolyMadonna'とか
`heavenlylady'と呼 び
,「宗教 的 な畏敬 の色合 いに包 まれ た教会 の聖画 の
中の人」(56章)と評す るよ うに,Romolaは明 らか に聖母 像 を原 型 として
いる。 それ故,婚 約式の 彼女 の装 い も,白 絹の衣 に金色の帯,金 髪 を包 む
白いveilと,白と金色 で統一 されて い る。 白は宗教 的純潔 を,金 色 はFra
Angelico等の聖 画につ きものの天上 の光 輝のsymbolcolourだか らだ ろ
う。 しか し,Romolaはキ リス ト教的栄光 の象徴 のみ で終 ってはい ない。
Ro〃zo跏では 白百合 は又,Florenceゆか りの花 としての意味 を もつ ので
あ る。Florence昔日の王,フ ィオ リー ノがArno河 のほ とりに埋 葬 され
た際,白 い百合 が咲 き誇 り,そ こか ら花 の都 ・(フィオ レンツァ)と 命名 さ
れ,百 合 が市の紋章 とな った と言 われ る。43章,`InvisibleMadonna'で
は,厨 子 の奥深 くに祭 られた聖母 像 の行 列 の様子 が描か れ る。飢饉 と疫病
に苦 しむFlorenceの救 済 を聖 母 に祈 願す る市 民挙げ ての行事 で ある。そ
れ と対 をなす44章,`VisibleMadonna'では,自 宅 を解放 して病 人 を看護
す る生 け る聖母,Romolaの 活躍 ぶ りが語 られてお り,彼 女はFlorence
を救 う聖母 として位 置づ け られてい る。この よ うに,白 百合 に喩え られ る
RomolaにはFlorenceとい うcommunity,即ち人綱 胞 に醐 す る聖母
的存在 の暗示が 強い。Romolaは一 時はSavonarolaの説 くChristianity
に救 われ るが,や がて彼 の矛盾 と狭 さに気づ き,最 終的 には他 者へ の思 い
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や りとい う愛 の精 神に到達 し魂 の平安 を得 ている。 こ うしてRomolaは
Christianityに於 け る聖母 では な く,ReligionofHumanityに於 け る聖母
としてEliotの倫理思 想の栄光 を象徴 してい る。
一 方,若 さと美 に輝 くギ リシア 人のTitoは,豊 饒の牧歌世 界の住 人 と
して悦楽 の雰 囲気が漲 り,Nelloのつ けた愛称 どお りBacchusを彷佛 とさ
せ る。EliotはBacchus像に関 して も,VaticanのBacchus,VaticanTorso
ofBacchus,LouvreのBacchus,SilenuswiththelnfantBacchus等多 くの
作 品 をTito造型 の参考 に してお り,8)酒祭神 的雰囲気,小道具,衣 服 の色
等 に応用 の跡 が見 られ る。Titoにはluteを奏 でて皆 を娯 しませ た り,酒
盃 を手にす るposeが多い。又,婚 約式 の服装 はBacchusの色 であ る赤 と
紫 で ある。中で も最 も華麗 で印象深 いのは,Titoの似姿 としてBacchus
を描 いたtriptychの絵だ ろ う。 この絵のTitoは頭 の まわ りに葡萄 の房 を
垂 らし,手 には葡萄の蔓 がか らまった長 槍 を握 ってい る。 しか し,容 姿 の
具体 的 な描写 は皆無 であ り,外 貌 に関す る限 りTitoは人 間 として よ り異
教 的快楽 主義 の象徴 としての存在 意義 が強 い。
このよ うにRomolaとTitoは 異 なるmoralworldを象徴 す る者 とし
て対 極的 な図像に染め分 け られ,そ の大胆 で単 純なimageはmoralfable
色 を強め てい る。ところで,historicalromanceを着 想 した時Eliotにひ ら
め いたのは,15世紀末Florenceとい う非 日常 のromanticな世 界 こそ彼
女の倫理 思想 を理想 的な形 で成就 させ る恰好 の領 域だ とい う直感で は なか
った ろ うか。Middlemaychで明 らか なよ うに,ReligionofHumanity賛歌
はcontemporaryな設定 では望 み得 な いこ とを現実 洞察 に優 れ た彼 女 は悟
って いたか らで ある。そ して,こ の愛 の思 想称揚 を太 く強 く表現 す るため
に,ル ネサ ンス絵画特有 の鮮や かな象徴 的技法が用 い られ たのだろ う。
III
それ ではEliotはRo〃zo跏に於 て どの ような主題 を展 開 して い るの だろ
うか。歴 史の彼 方 の遙 か な異 国 とい うromance的設定 に もかか わ らず,
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Ro吻o伽のルネサンス世界に生 きる人々の様相は,19世紀半ばの英 国人と
の類似の色が濃い。Eliotが描いた15世紀末Florenceの精神風土の特色は,
解放的な現世謳歌で あり,同 時に 終末的虚無感である。Ro〃zo勉では市
民達が集い,Florenceの政 ・財 ・宗教界に関す る噂や評判 をめ ぐって議論
の花を咲かせ る場面が 多い。誰はばかることな く思想 と発言の 自由を享受
する彼等だが,自由と表裏を成す疎外の不安 に脅かされていることも見逃せ
ない事実である。彼等の議論を読んで常に感 じるのは,同 じ一つの事象を
話題にしても,発言者の数 だけ意見や認識は異なるという点である。 「烙
の角を持つ大きな牡牛が天か ら降って くる」 という託宣について喧喧囂囂
の討論の末,Nelloが決論づけるように言 う台詞 「お前さんの言う奇蹟の
牡牛 もFlorence中の人間が考えるだけの数の意味を持っていると信 じな
け りゃ,神様への冒漬 というもんだ」(1章)とか,Nelloの店に飾ってあ
る一枚の絵を見ても 厂あ ・,その絵のことでは誰もが夫々自分流の解釈 を
するさ」(3章)とい う台詞が飛び交 うように,Florence市民世界には相対
的な価値観や見解が渦巻 き,市 民を把握 ・統一する絶対的な存在は無い。
勿論,Eliotは人々の 多彩な意見を網羅するこ とによって,噂 や事象の真
相に近ず くことを狙ったとも考えられるが,こ こでは開放的動的社会に溢
れる自我の主張,そ して,そ の結果である精神の共通基盤を失った人々の
意識の断絶 を描いているのである。
このようにEliotは当時のFlorenceを,自我の主張 を謳歌しつつ も中
世 に於ける神のような絶対的な精神的拠点が欠落 している故に群小の価値
観や不完全な認識の中を彷徨いあ ぐねる不安定な世界 としてとらえている
が,こ れはまさしくMiddlemarchの精神風土に他ならない。Middlemarch
に於てもEliotは,隣人の評価か ら新 しい伝染病院設立問題に至 る迄,事
あるごとに市民達の多彩な反応を くまな く羅列 し,伝統宗教 を捨て指針 を
喪失 した末の相対的価値観の氾濫の中で,如 何にすれば真実洞察へ,又,
断絶の不幸から脱 し連帯へ と到達出来るかを追及 した。Romolaは,ル
ネサ ンスの粉飾のもとに極めて19世紀的な精神的危機状況 を展開し問題 を
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提 起 してお り,そ の解 答 をEliotの永遠 の思 想,ReligionofHumanity
に求め てい るのであ る。
Romolaでは強烈 な 自我に駆 り立て られたcharacter達が,が む しゃ ら
に 自己の信 じる価 値体系 を実現 し よう として,親子 ・夫婦 ・師弟 間の軋轢 に
傷 つ き滅 ん でい く姿が描か れ る。 そ うい うルネサ ンス群 像の 中でRomola
のみが愛 の精 神 に辿 り着 くの だが,そ こに至 るには種 々の試練 を経 ねば な
らな い。 人生 の門出に立つ未経験 なRomolaの前に は,父 であ るBardoの
Stoicism,TitoのGreekPaganism,DinoやSavonarolaのChristianity
等,当 時のFlorenceの種 々な価 値観 が次 々に登場 し,彼 女 に影響 を及ぼ
してい く。 ・
Romolaを貫 く大 きな主筋 は,Stoicism→GreekPaganism→Christianity
→ReligionofHumanityとい うRomolaの精神 成長過程 であ り,Titoは
彼女 のBildungを明確 に示す対 照的生 き方 をす る対照的 人物 として描 かれ
ているので ある。"What,lookedatclosely,wastheendofalllife,but
toextracttheutmostsumofpleasure?"と言 うTitoの行為の基 準が,
egotisticな快 楽主義 であ るに反 し,Romolaのそれは`LoveforOthers'
とい うaltruismであ る。 人生 を同時に 出発 した若 い二 人が,moralchoice
の際の規範 をaltruismに置 くかegotismに置 くか に よって相 反す る方 向
へ進み,最 終的 には前者 は伝 説のMadonnaと して後世 に語1)継が れ,後
者は売 国の極悪 人 として殺害 され る とい う正 と負の対 照 的な 人生 を展開す
る。moralityplayを思 わせ る程図 式的 なこの構 成に,愛の思 想へのEliot
の激 しい思 い八れ が うかがわれ よ う。RomolaはいわばEliotの悲願実 現
の文学 であ り,ル ネサ ンスとい う歴 史の装 いの うちに思 想の完壁 な成就 を
求めたの だ ろう。
上記 の 目的 に効 果的 な表現 として,聖 母 とBacchusの図像 が応用 され る
が,特 にRomolaは聖母像 の種々 な様 式 を踏襲 して描 かれ,燦 然 た る愛の
勝 利 を美 しいimageに よって高めて いる。Florenceから逃 れ たRomola
は地中海 を漂流 した末,静 か な海辺 で 目覚め る。水は 「新 しい誕生 」 を与
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える力をもつ9)と考 えられてお り,全てを捨て,水に一身を託 したRomola
は再生を得 る0彼 女の再生 を象徴的に 描いた68章のtitleは`Romola's
Awakening'であり,悲 しみや苦悩 を絆 とした連帯意識への開眼が語 られ
る。彼女は今や全ての物事を新たな観点から眺めるようにな り,以前の よ
うに行動の為の理由を考えたりせず,自 然な感情の発露として他者を思い
やる愛の行動が生れている。 この愛の思想の賛歌が聖母 をめ ぐる美しい絵
画的imageとして表現 される。
疫病で絶滅寸前の村で,生 き残った赤子を右腕 に抱 き瀕死の病人に水 を
与えようと井戸の傍に立つRomolaはまさし く伝統の聖母子像 その もので
ある。
 Romola certainly presented a sight which, at that moment and in 
that place, could hardly have been seen without some pausing and 
palpitation. With her gaze fixed intently on the distant slope, the 
long lines of her thick grey garment giving a gliding character to 
her rapid walk, her hair rolling backward and illuminated on the 
left side by the sun-rays, the little olive baby on her right arm now 
looking out with jet black eyes, she might well startle that youth of 
fifteen, accustomed to swing the censer in the presence of a Madonna 
less fair and marvellous than  this.10)
井戸は生命の根源として古 くか ら聖母の象徴的附属物であった。廃虚同然
の村にある井戸の傍に立ち生命 をもたらしたRomolaは,疎外という精神
の死に瀕 した現代人 を再生させる聖母で もある。 村人達は 彼女のことを
「海 の彼方から遺わされた後光 を戴 く聖母」 として永 く後世 まで語 り継い
でい く。
更にEpilogueでのRomolaを取 り囲む家族の描写は,聖 家族図を思わ
せ る構図 と静謐典雅な雰囲気に包まれている。 「最高の幸せは寛い考えを
もち,自分ばか りでな く世間の他の人達にも深い思いや りをもって初めて
得 られるものなの」 と静かに話すRomolaには,「若い時には見られなか
った穏やかさ」が宿っている。祭壇,柔 らかな光,花 輪 を編む天使のよう
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やまなみ
な少女がRomolaを囲み,遠 景には城門とはるかな山脈が霞んで見える。
ルネサンス絵画の 「聖なる会話」一 聖者達 と話す群像形式の聖母子像一
には,背 景 として丘の上の聖堂や塔,明 澄な山等,都 市の野外風景が描か
れることが 多いが,厳 かな山脈を遠 くに見て,花 と安 らかな香気に包まれ
たEpilogueの聖画的表現は,愛 の思想によって得 られる魂の平安 を最終
的に盛 り上げる効果 を挙げている。
このようにEliotをRo〃20如制作へ と駆 り立てたFlorence美術への感
動は,絢 爛 と豊かな絵画的表現へ と昇華され,彼女の永遠の主題を華麗に
展開 している。 しか しその一方,図 像の強烈な印象が物語を歴史か ら離脱
させ ていることも事実である。EliotはもともとFlorenceのルネサンス美術
に於 いて非常にpopularであった聖母 とBacchusのimage応用によるルネ
サンス色の反映をも意図 したのかもしれぬが,結果的には,Christianityと
神話世界での永遠の存在である聖母 とBacchusは,ルネサンス とい う一時
代 を超越 し,は るかに普遍性 あるmoralfableを創 り上げるこ とになった。
例えば,疫 病の村を献身的に救いMadonnaと崇められる68章のepisode
は,Romolaを典型的な聖母像 として描 くことによって,愛 の栄光 を称 え
ReligionofHumanityの普遍的価値 を印象づけるが,そ の舞台となる小
村は地中海沿岸 というだけで,具 体的な場の説明は全 く無い。強烈な普遍
性 を放つ図像が,歴 史の背景を切 り捨てた中で道徳的主題 と強 く結 びつい
ているために,現 実離れした抽象的なmoralfableの色が濃 くなり,歴史
小説として迫力の弱いものになっている点は否めない。
IV
Ro窺o勉 の評価 は概 ね否定 的だが,念 入 りな構 成 と誠実 な考 証が 印象的
で,歴 史小 説 とい う新分 野へ の並 々な らぬ意欲 が痛感 され る力作で あ る。
歴 史の壮大 な うね りを背 景に,当 時の状況が鮮や か な絵画 的表現に よ って
再現 され,そ の中 を倫理思 想が大 筋 とな って強 く流れて い る。spectacle
も華やか に,恋 あ り,復讐 あ り,RucellaiGardensでTito.とBaldassare
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が対決するthrillingなepisodeのようにentertainmentの要素も随所にあ
り,それ らが決して安 っぽい通俗性に堕していない。Ro〃zo勉は偉大な失敗
作 であり,種 々の欠点は否めないが,水 準の高い歴史小説 と言 えよう。
問題はcharacter創造に於ける外貌 と心理の分裂にある。単純な図像の
枠 にはめ こまれた類型的な外貌に反して,TitoとRomolaの内面 は実に
複雑であ り,細部にわたって追求 されている。 「博物館の中を歩 くような
もの」11)と評されたRo〃zo如に於 て,Eliotの筆が冴え力強い生気が漲 り
迫力が伝わって くるのは常に心理描写に於てである。優 しいけれど酷薄,
卑怯でいて魅力的 という一ひね りした性格をもつTitoの心理描写の妙は
言 う迄 もなく,一貫 して理想化を非難 されてきたRomolaもBookI,II,
の心理描写 を見る限り理想化にはほど遠い。反発的な誇 り高 さ,世 間知 ら
ずの洞察力の無さ等の弱点にも増 して精細に描かれるのは,結婚後Tito
とぶつけ合 う凄まじいegoの闘争である。二人の不和の原因は性格的なも
のよりも経済面での軋轢 というはるかに現実的なものであ り,万事に奢侈
を好む夫 と質素倹約 を旨とする父の間に立つRomolaの抑圧 された苦悩が,
library売却の件 によって破局のclimaxに達する心理過程は綿密に書き込
まれている。その際二人を単純に善悪で区別せず,骨 肉の情にとらわれる
あまり父の悲願に潜むegotismに気づかぬRomolaの狭さ,貴重なCOI-
1ectionを独 占せず諸外国に公開すべ きと説 くTitoの読弁の一面の正当性
をも,忘れていない。
このようにRomolaもTitoも黒白に選別されるような単純な二元論的
人物では決 してない。Romolaに登場するcharacter達は悉 く不完全な存
在であ り,Savonarolaさえ例外ではないのである。自我を貫 き挙句に傷
つ く彼等の様相は,夫 婦や親子という最 も密接な人間関係のあ り方に追求
され,egoを背負った人間の生きるこ との難 しさが切実に描かれ,時 代 を
越えた共感 を呼んでいる。
Romolaの失敗 因の一つは,こ のように切れば血が噴き出すように生々
しい夫婦 ・親子 ・師弟間の心理の葛藤 と,人物達の外貌の類型的な抽象性
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との断 絶にあ る。精 細に書 き込 まれ た心理 は,生 身 の人間の苦悩や動 揺が
歴 史 を越 えて現代 の我 々に も強 く訴 え る迫力 を もつ が,心 理 の主体 たる
人物の外貌 は聖画 や神話 界の非 人間的な図像の装 いに塗 りこめ られて い る。
特 に68章以降 の極 端に聖化 され たRomolaには その傾 向が強 く,父 と夫 の
間で身 を苛むRomola,夫の裏切 りに噴怒 をた ぎらせ猛 り狂 うRomolaと,
聖母像の莫 としたimageは 結びつ き難 い。 これはEliotのRomolaへの
姿勢 の不安定 さに よるもの だろ うが,歴 史小説制 作過程 でrealismとro-
manticismに揺れ る彼女 の葛藤 を如実 に示 していな いだろ うか。
タ
日常 の枷か らの解放 を願 ってEliotが夢 想 し創造 したル ネサ ンスは,愛
の思想が見事 に開花す る華麗な世 界だった。 しか し,こ の非 日常の世 界 に
於て も,そこに生 きる人 々は 自我 に苦 しむ不完全 な存在 であ り,彼等の懊悩
は現代 人 と同 じ様相 を呈 して いる。Eliotはもともとhistoricalromance
を構 想 してお}),68章以 降の`romanticandsymbolicalelements'12)
も最初か らの計画 だった。一方,`HistoricalImagination'に於 て歴 史小
説創作 の基本態度 として誠実なrealismを挙げ てい る彼女に とって,非 現
実 のromanceに没入す るこ とに も抵 抗があ った と思 われ る。 この ように
Romolaにはrealismに基づ くnove1的要素 とsymbolismが横 溢 した
romance的要 素が溶 け合 うこ とな く拮抗 し,作 品 をぎごちない もの として
いる。 ところで,novel的要素 とromance的要素が 見事 に調和 した例 と し
てSilasManner(以下Silas.と略記)が あ る。 この作 品は,symbolism溢
れ る1egendarytale風のSilasplotと,Godfreyの心理 を精細 に描 く
Godfreyplotより成 るもの だが,両plotは 愛 の思 想 をめ ぐって比 較 と対
照に よる緊密 な相互 関係 の も とで渾 然一体 となって勧善 懲悪の世 界 を描 き,
完成度 の高 いmoralfableを創 り上 げてい る。更 に この二つ のplotを結
びつけ包 み込 む存在 として生 き生 きした村 人達 の世 界があ る。 道徳 的主 題
が,Eliotの熟知 した社会 一19世紀初頭 の英国 田園一 の具体的 な描 写の積
み重ね の中に力強 く描か れて いるこ とこそ,Silas.の成功 因であ りRomola
との大 きな相 違点 であろ う。
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Silas,はEliotがRomolaを構 想 した約4ヶ 月後,Romolaの制作 に割 り
込ん だ形 で短期 間の うちに書 き上 げ られて いる。いわば時期 的に重 な り合
うこの二作 に,① 図式的 な構 成 によるmoralfable,②romanceとnove1
の共 存,と い う共通点が あ るのは 興味 深い。特 に二作 共にsymbolismの
表現 が強 烈であ り,恐 ら くこの時期,Eliotには従 来の作 風‐.realism‐か
らの脱皮願望 が湧 き上 ってい たこ とと推 察 され る。
これ迄 の轍 か ら離れ てEliotがRomolaで大胆 に創 造 したル ネサ ンスは,
華やか な絵 画性に溢れ る もの となった。中で も印象 的なの はル ネサ ンス美
術の象徴 表現に基づ いたdecorativeなpictorialismであ る。紙枚 の都合
で 当論 には書け なか ったが,Romolaにはtriptychの絵 をは じめ 多 くの
symbolicな絵画的表現 があ り,storyの中で重要 な役 割 を果 して いる。
RomolaでEliotが駆使 したhistoricalimaginationはル ネサ ンス美術 に
基づ く点 が 多いが,そ の象徴 表現 はルネサ ンスの時空 を越 えた深 さ と広 さ
を換起す る力 を発揮 してい る。Romolaが歴 史小 説,或 いは道徳 的意図 を
越 えて種 々 な解釈 を許容 す る大 きさをもち,英 国初 の象徴小 説 と評価 され
るの も,symbolicな絵 画性 の生 み出す普遍性 の故 だ ろ う。
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